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論文題目
ブロックチェーン技術を適用した自律分散無線アクセス共用網における

チャネル構築とトランザクション設計に関する研究

1 はじめに
近年の移動型端末の普及により，公衆無線 LANサー

ビスの拡大と無線 LANアクセスポイント (無線 AP)の

稠密設置が予想される．そこで，管理者の異なる無線

APの共用を可能とするブロックチェーン技術を適用し

た無線 AP共用網が検討されている．本研究では共用網

における端末認証手順と必要なトランザクション (Tx)

について提案し，実環境に実装して確認する．

2 自律分散無線アクセス共用網 [1]

ブロックチェーン技術を適用した共用網ではビットコ

インベースの実装を想定し，共用網を構成する APをフ

ルノードとして共用網への自律的な参加/離脱を実現し，

接続端末に関する情報も含めて分散管理する．一方で，

接続端末は軽量ノードとして自身の契約・接続に関する

情報のみを保持する．しかし，フルノード-軽量ノード間

Tx の確定には時間を要し，リアルタイム性を要求する

端末の認証/接続が困難であると考えられる．

3 受付 APへの端末認証・接続手順（図 1）
端末認証/接続の高速化と接続情報共有のため，端末-

受付 AP間にオフチェーンチャネルを構築し，端末の管

理者/契約キャリアに属する AP の共用網における存在

状況を受付 AP で局所的に確認後，Tx としてブロード

キャストすることを提案する．

3.1 接続要求と端末認証 (メッセージ形式)

1. 接続要求：近接 APへ端末情報送信

端末は「親公開鍵」「子公開鍵」「親チェーンコード」

をビットコインメッセージ形式で受付 APへ送信．

2. 端末認証

受付 APは「親公開鍵」「親チェーンコード」と，自

身が有する管理者識別子（構成 APを提供する管理

者/キャリアの識別値）群から複数の公開鍵を導出

し「子公開鍵」と比較し一致する場合に端末を接続．

3.2 接続情報の共有 (トランザクション定義)

受付 AP で端末認証が成功すると，接続許可と収容

APを示す Txを作成し他 APへブロードキャストする．

4 設計トランザクションの有効性検証
提案する Tx/手順の有効性確認のため図 2 のテスト

ベッドネットワークにて実験する．端末/APは bitcoin-

coreクライアントとし，端末:1は契約関係にない近接の

AP:2を会してWebサーバからデータ取得を行う．図 3

に AP:2におけるメッセージ交換/Tx作成ログを示す．

• 1-9行目はメッセージによるハンドシェイク

図 1. 端末の認証手順

図 2. 実験環境のトポロジ

図 3. AP2におけるビットコインログ

• 10-17行目は端末認証のための情報送信

• 18-22行目が接続情報共有のための Tx送信

に相当する．以上から端末:1は AP:2に認証され接続を

確立し TCP通信が可能となる．

5 まとめ
無線アクセス共用網において，リアルタイム性を提供

する端末認証/接続のための Tx を提案し端末認証手法

を実装した結果，契約状況の異なる APへの接続と共用

網を介したデータ通信を可能とすることを示した．
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